
別紙１ 参考様式

1 対象地区の現状

68 ha

41 ha

34 ha

32 ha

3.0 ha

※作物生産や鳥獣害対策、災害対策などの地区の現状に関すること（意向）を記載

2 対象地区の課題

農業者の高齢化や担い手不足が深刻な課題となっている。
また、認定農業者や新規就農者の大半は、ぶどう・トマトなど園芸が中心であり、今後水稲作
農家の高齢化や離農に伴い、水田営農の担い手不足が深刻化することが懸念される。

3 対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

令和６年度以降は、プラン対象地区内の全耕地面積68ｈａのうち、中心経営体である認定農業
者・新規就農者等30経営体（うち法人2経営体・集落営農組織1経営体）が44.6ｈａを担って
いく。（担い手への集積率65.6％）

①中間管理機構の活用について

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７５歳以上の農業者の耕作面積の合計

うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

取組事項 対応

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日
高梁市備中町

平川地域
平川地区（平川集落） 令和2年1月27日 令和6年3月25日

耕作放棄地を解消する ○

担い手に集積・集約化する ○
担い手の分散錯圃を解消する ○
新規参入を促進する ○



4 中心経営体

経営作物 経営面積 経営作物 経営面積 農業を営む範囲 個人情報同意

1 畑 75a 畑 75a

2 田 100a 田 100a
畑 41a 畑 41a

3 田 64a 田 64a
畑 341a 畑 341a

4 和牛 90頭 和牛 100頭

5 田 50a 田 50a
畑 73a 畑 73a

6 田 234a 田 234a
畑 71a 畑 71a

7 田 30a 田 30a
畑 34a 畑 34a

8 田 0a 田 0a
ぶどう 94a 畑 94a

9 田 62a 田 62a
畑 41a 畑 41a

10 草地 53a 草地 53a
ぶどう 38a ぶどう 40a

11 畑 53a 畑 53a

12 畑 50a 畑 50a

13 畑 48a 畑 50a

14 田 740a 田 740a

15 田 - 田 -
ぶどう - ぶどう -

16 田 900a 田 1100a
野菜・果樹 122a 野菜・果樹 143a

17 田 66a 田 66a
畑 32a 畑 32a

属性
農業者 現状 今後の農地の引受け意向
生年月日

認農
（指導農家）

A
平川集落 ○

認農
B

平川集落 ○

認農
C

平川集落 ○

D
平川集落 ○

認農
E

平川集落 ○

認農
（指導農家）

F
平川集落 ○

認農
（指導農家）

G
平川集落 ○

認農
H

平川集落 ○

認農
I

平川集落 ○

認農
J

平川集落 ○

認農
K

平川集落 ○

認農
L

平川集落 ○

認農
M

平川集落 ○

農法
N営農組合

平川集落 ○

O営農組合
平川集落 ○

認農
P(株)

平川集落 ○

認農
Q

平川集落 ○



経営作物 経営面積 経営作物 経営面積 農業を営む範囲 個人情報同意

18 田 30a 田 30a

19 ぶどう 40a ぶどう 40a

20 田 72a 田 72a
畑 71a 畑 71a

21 田 74a 田 74a
畑 70a 畑 70a

22 田 35a 田 35a
畑 51a 畑 51a

23 畑 39a 畑 39a

24 トマト 50a トマト 50a

25 畑 20a 畑 50a

26 ぶどう 50a ぶどう 50a

27 ぶどう 19a ぶどう 45a

28 トマト 31a トマト 50a

29 ぶどう 70a ぶどう 70a

30 トマト 0a トマト 26a

41 .3ha 44 .6ha

属性
農業者 現状 今後の農地の引受け意向
生年月日

認農
R

平川集落 ○

認農
S

平川集落 ○

認農
T

平川集落 ○

U
平川集落 ○

認農
V

平川集落 ○

認農
W

平川集落 ○

認就
X

平川集落 ○

認農
Y

平川集落 ○

計

認就
Z

平川集落 ○

認就
AA

平川集落 ○

認就
AB

平川集落 ○

AD
平川集落 ○

認就
AC

平川集落 ○


